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わたしは、ニュースで、山がくずれて家がこわれたり、道に土や木が流れてきてと

おれなくなっているえいぞうをよく見ます。台風がやってきたり、急にものすごい雨

がふったりするとニュースで、「土しゃさいがいには気をつけてください。」と言って

いることをよく耳にしますが、こういったニュースをやっている時、わたしの父と母

は、天気よほうを調べたり、雨によるえいきょうがどれくらいになりそうかなどをい

つも話しています。それは、父と母が土しゃさいがいがおきないようにするしごとを

しているからです。 

わたしは、雨がたくさんふったら水がたくさん土に入り、土がやわらかくなってく

ずれてしまう、ということは分かるのですが、どうしてなんども土しゃさいがいがお

きてしまい、土しゃさいがいをなくすことができないのかが分からないので、父と母

に聞いてみました。 

さいきんの天気は、昔より、天気よほうでも分からないきゅうな雨がたくさんふっ

たりすることがふえていること、みじかい時間にたくさんの雨がふることで土の中

の水が一気にふえてくずれてしまうということを知りました。 

父と母は、このような土しゃさいがいがおきないように、土しゃが流れるのを止め

るためのさくやダムを作ったり、道のすぐよこのがけがくずれないようにコンクリ

ートやネットをしたりしています。また、あまりにもたくさん雨がふってしまった時

は、さいがいがおきてしまう前に道をとおれなくして安全をまもっています。父と母

は、とても大へんなしごとをしているのだと思いました。人の命をまもるしごとをし

ていることにすごいと思いました。 

父と母は、土しゃさいがいをまったくなくすことはむずかしいことなので、土しゃ

さいがいがおきそうだなということに早く気づくことが大切だと言っていました。

土しゃさいがいが起きる前に、かならずおかしいことがおきるのです。それは、かわ

がにごって木やえだがたくさんながれている時、山からおかしい音が聞こえる時、土

くさいにおいがとてもする時、がけから石がぱらぱら落ちてくる時、山の木がゆれた

り、ななめになっている時、地面がゆれていると時など、土しゃさいがいがおきる前

にはいつもにはないことがいろいろとおきるそうです。 

このようなおかしいことに気づいた時には、いそいでその場所からはなれて、命を

守ることが大切だとわたしは思いました。みんなもこのようなことを前もって知っ

ておき、少しでもひがいが少なくすむように、大切な命を守れるようにしていけたら

いいなと思います。 
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